
障 害 福 祉 な ん で も 相 談 室  

相談の利用には予約が必要です 
s問い合わせ　障害福祉なんでも相談室　1０７９（４２１）２０６２ 
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老
人
保
健
法
医
療
受
給
者 

証
を
ご
確
認
く
だ
さ
い 

兵庫県精神障害者相談員が 
設置されました 

ま
ず
は
じ
め
に
、「
身
体
障
害
に
関

す
る
相
談
」
と
聞
い
て
、
皆
さ
ん
は
ど

の
よ
う
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
か
？
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
対
象

に
は
、
肢
体
不
自
由
を
は
じ
め
、
視

覚
・
聴
覚
の
障
害
、
さ
ら
に
心
臓
・
腎

臓
機
能
、
呼
吸
器
系
な
ど
の
内
部
障
害

も
あ
り
、
同
じ
手
帳
を
持
っ
て
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の
特
性
や
生
活
環
境

に
よ
っ
て
、
抱
え
て
お
ら
れ
る
問
題
は

千
差
万
別
と
い
え
ま
す
。

相
談
内
容
と
し
て
は
、「
福
祉
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
利
用
に
関
す
る
相
談
」
と
、

「
就
労
に
関
す
る
相
談
」
の
二
つ
に
大

き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
、

相
談
を
通
じ
て
感
じ
る
こ
と
は
、
そ
も

そ
も
『
ど
こ
に
ど
ん
な
専
門
の
窓
口
や

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
』

と
い
う
人
が
と
て
も
多
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
、
相
談
員
は
、
知
り

た
い
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
相
談
者
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。
い
わ

ば
交
通
整
理
の
役
割
を
果
た
す
人
だ
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
ど
こ
に
相
談
を
持

っ
て
い
っ
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
時

や
、
身
近
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
障
害

者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
な
ど
、
ま
ず

は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

以
上
、
相
談
員
の
植
田
さ
ん
か
ら
身

体
障
害
の
相
談
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
身
体
障
害
相
談
は

左
記
の
日
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
料

無
料

▼
相
談
実
施
日
時

毎
週
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午

ご
自
宅
へ
の
訪
問
相
談
も
し
ま
す
（
原

則
と
し
て
同
じ
曜
日
の
午
後
）

※
祝
日
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ

相
談
の
利
用

に
は
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
電
話

予
約
を
お
願
い
し
ま
す

障
害
福
祉
な
ん
で
も
相
談
室

1
０
７
９
（
４
２
１
）
２
０
６
２

７
月
号
か
ら
紹
介
し
て
い
る
「
障
害
福
祉
な
ん
で
も
相
談
室
」
で
は
、
身
体
・
知
的
・
精
神
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

今
月
は
身
体
障
害
相
談
員
の
植
田
さ
ん
か
ら
相
談
窓
口
の
利
用
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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対
象
者
に
は
７
月
下
旬
に
新
し

い
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

８
月
以
降
、
医
療
機
関
に
か
か

る
と
き
は
必
ず
窓
口
で
新
し
い
受

給
者
証
と
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
方
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

同
一
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
平
成
19

年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方

▽
国
民
健
康
保
険
入
院
時
一
部
負

担
金
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
申
請
書
の
提
出
に
よ
り
、

認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。
入
院
時

の
医
療
費
や
食
事
代
の
負
担
が
減

額
さ
れ
た
り
、
外
来
の
月
の
負
担

限
度
額
が
減
額
さ
れ
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の
　
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
・
高
齢
受
給

者
証
・
印
鑑

70
歳
未
満
の
方
が
入
院
し
た
時

は
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
医

療
機
関
の
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と

で
、
窓
口
で
の
支
払
額
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

こ
の
証
は
、
申
請
に
よ
り
交
付

し
ま
す
。
た
だ
し
、
国
民
健
康
保

険
税
を
滞
納
さ
れ
て
い
る
世
帯
に

は
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。（
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
該

当
す
る
方
に
は
、
入
院
中
の
食
事

代
の
減
額
を
兼
ね
た
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
交
付
し
ま
す
）

ま
た
、
既
に
認
定
証
を
お
持
ち

の
方
は
、
有
効
期
限
が
平
成
19
年

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
希
望
で
あ
れ

ば
再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

s問い合わせ　加古川社会保険事務所 1０７９（４２７）４５１１　保険年金グループ 1０７９（４３５）２５８１ 

国民年金 Ｑ＆Ａ 国民年金こんなときはここへ届け出（相談）を！ 

８
月
１
日
か
ら  

国
民
健
康
保
険
高
齢
受 

給
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す 

▼
問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
グ
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プ
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０
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70
歳
未
満
の
方
が
入
院
す
る
時
は 

ご
相
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く
だ
さ
い 
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申
告
さ
れ
た
所
得
に
よ
っ
て
、

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

や
、
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
被
保
険

者
は
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申

告
か
、
町
県
民
税
の
申
告
を
さ
れ

て
い
る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

収
入
が
な
か
っ
た
方
も
、
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
つ
い
て
は
、
税
務
グ
ル

ー
プ
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

現
在
お
手
持
ち
の
受
給
者
証
に

は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

毎
年
８
月
に
世
帯
状
況
及
び
所
得

状
況
に
よ
り
負
担
区
分
（
１
割
ま

た
は
３
割
）
の
判
定
を
行
い
ま
す
。

負
担
区
分
が
変
更
に
な
る
方
に

は
新
受
給
者
証
を
交
付
（
郵
送
）

し
ま
す
。
新
受
給
者
証
を
交
付
さ

れ
た
方
は
、
旧
受
給
者
証
を
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
住
所
や
健
康
保
険
証
な

ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※１  退職を証明する書類とは、「雇用保険被保険者離職票」「雇用保険受給資格者証」などです。 

こんなとき どうする 届出先 持ち物 

20歳になったとき 厚生年金・共済組合加入者以外は
国民年金に加入の手続きをする 保険年金グループ 印鑑・学生の方は学生証 

納付書を紛失したとき 納付書の再発行を申し出る 加古川社会保険事務所 

口座振替を開始（変更）・
辞退するとき 

口座振替納付（変更）申出書（口
座振替辞退申出書）を提出する 

加古川社会保険事務所・銀行・
郵便局・農協・漁協・信用金庫・
信用組合・労働金庫 

預貯金通帳・通帳届出印・納付
書 

配偶者が会社を変わっ
たとき 

引き続き第3号被保険者となる手
続きをする 配偶者の新しい勤務先 年金手帳・印鑑など 

年金手帳を紛失したとき 再交付の手続きをする 

第1号被保険者→保険年金グループ 
第3号被保険者→配偶者の勤務先 

第1号被保険者→保険年金グループ 
第3号被保険者→配偶者の勤務先 印鑑 

住所・氏名が変わった
とき 

住所・氏名を変更する手続きを
する 印鑑・年金手帳 

会社を退職したとき 国民年金に加入の手続きをする 
（被扶養配偶者も同様） 保険年金グループ 年金手帳・印鑑・退職を証明す

る書類（※１） 

学生で収入が少ないとき 学生納付特例の申請をする 保険年金グループ 年金手帳・印鑑・学生証または
在学証明書 

年金（納付）記録の相談 窓口・電話にて相談 
社会保険事務所または 
「年金ダイヤル」10120（65）7830 年金手帳、その他必要なもの 

結婚や退職などで配偶
者の扶養になったとき 

第3号被保険者への種別変更の
手続きをする 配偶者の勤務先 年金手帳・印鑑など 

（詳細は勤務先へお問合せください） 

配偶者の扶養からはず
れたとき 

第3号被保険者から第1号被保険
者への種別変更の手続きをする 保険年金グループ 

年金手帳・印鑑・（退職した配偶者の）
退職を証明する書類（※１）や扶養を
はずれたことを証明する書類（健康
保険・厚生年金資格喪失証明書） 

経済的な理由で納付で
きないとき 

全額免除・3/4免除・半額免除・
1/4免除または、若年者納付猶
予の申請をする 

保険年金グループ 

年金手帳・印鑑・退職された方は
退職を証明する書類（※１）前住
所地の市区町村役場発行の所
得証明書が必要な場合あり 

国
民
年
金
に
入
る
・
や
め
る 

保
険
料
を
納
め
る 

兵庫県が実施した精神障害者相談員養
成研修を修了した方が相談員として委嘱
されました。１人は、家族会の方、もう
１人は心理カウンセラーの方です。相談
員は次のようなことを行います。
・精神障害者やその家族の相談に応じ必
要な助言
・精神障害者の保健、医療及び福祉に関
する関係行政機関の事業に協力
・県民のこころの健康問題の正しい理解
の普及啓発

s相談員への相談方法
1.役場に相談したい内容、氏名及び電話
番号などをご連絡ください。
2.相談内容により、役場からいずれかの
相談員に相談依頼があったことを連絡
し、相談員から電話をします。

s申し込み 相談を希望する方は福祉グ
ループまで電話で申し込んでください
福祉グループ
1０７９（４３５）２３６１
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親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
同

年
齢
の
お
友
達
と
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▼
実
施
日

期
間
中
の
月
・
火
・

木
・
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

◎
南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

・
９
月
10
日
(月)
〜
28
日
(金)

・
10
月
９
日
(火)
〜
26
日
(金)

・
11
月
５
日
(月)
〜
22
日
(木)

◎
北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

・
９
月
３
日
(月)
〜
21
日
(金)

・
10
月
１
日
(月)
〜
19
日
(金)

▼
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
15
分

▼
場
所

各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー▼
対
象

２
歳
く
ら
い
か
ら
就
園

前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▼
定
員

各
月
約
10
組

▼
参
加
費

500
円
（
お
や
つ
代
・

材
料
費
な
ど)

▼
申
し
込
み

８
月
１
日
(水)
〜
９

日
(木)
の
間
に
、
両
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
福
祉
グ
ル
ー
プ
窓
口
に
あ

る
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
８

月
10
日
(金)
に
抽
選
し
て
参
加
者
を

決
定
、
各
支
援
セ
ン
タ
ー
に
掲
示

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・
南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

1
０
７
９
（
４
３
７
）
４
１
８
８

・
北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

1
０
７
８
（
９
４
４
）
０
７
１
７

第
４
回
目
は
「
離
乳
食
」
で
す
。

離
乳
食
の
進
め
方
や
調
理
方
法
を

一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

８
月
30
日
(木)

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所

南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

馬
場
　
真
弓
先
生

▼
対
象

０
歳
児
の
親
子

▼
定
員

先
着
30
組

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月
１
日
(水)
か
ら
南
部
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す

1
０
７
９
（
４
３
７
）
４
１
８
８

▼
日
時

９
月
１
日
(土)

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所

南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

徳
永
　
桂
子
先
生

▼
対
象

３
〜
８
歳
の
親
子

▼
定
員

先
着
30
組

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月
１
日
(水)
か
ら
南
部
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す

1
０
７
９
（
４
３
７
）
４
１
８
８

▼
日
時

８
月
６
日
(月)

午
前
９
時
〜
11
時

▼
場
所

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ

▼
引
取
手
数
料

千
700
円
（
生
後

91
日
以
上
は
１
匹
、
生
後
90
日
以

内
は
１
回
に
つ
き
10
匹
ま
で
）

※
前
記
以
外
の
日
時
で
は
、
引
き

取
り
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
７
２
１
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児
童
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長

と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
３

つ
の
手
当
（
児
童
手
当
、
児
童
扶

養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
）

を
紹
介
し
ま
す
。

◎
児
童
手
当

小
学
校
修
了
前
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
児
童
扶
養
手
当

離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
と
生
計

を
共
に
で
き
な
い
、
18
歳
ま
で
の

児
童
が
養
育
さ
れ
て
い
る
家
庭
の

生
活
安
定
と
自
立
を
助
け
る
た
め

に
、
児
童
の
母
、
ま
た
は
母
に
代

わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

身
体
、
精
神
ま
た
は
知
的
に
障

害
の
あ
る
、
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
す
る
父
や
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
こ
れ
ら
は
す
べ
て
所
得
制
限
、

支
給
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

福
祉
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
２

次
の
該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す

の
で
、
受
付
期
間
内
に
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方

「
現
況
届
」
を
８
月
１
日
(水)

〜
31
日
(金)
ま
で
の
間
に
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
方

「
所
得
状
況
届
」
を
８

月
13
日
(月)
〜
９
月
10
日
(月)
ま
で
の

間
に
、
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

※
こ
の
届
を
期
限
内
に
提
出
さ
れ

な
い
と
、
８
月
分
以
降
の
手
当
が

受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

福
祉
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
２

兵
庫
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済

制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
、

平
成
19
年
度
第
１
期
（
平
成
19
年

４
月
〜
７
月
分
）
の
心
身
障
害
者

扶
養
共
済
掛
金
に
対
す
る
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
申
請
期
間

内
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間

８
月
１
日
(水)
〜
10

日
(金)

▼
必
要
書
類

▽
掛
金
の
領
収
証

（
平
成
19
年
４
〜
７
月
分
）
▽
振

込
先
金
融
機
関
の
確
認
で
き
る
も

の
（
郵
便
局
以
外
）
▽
印
鑑
（
朱

肉
を
使
用
す
る
印
鑑
）
▽
兵
庫
県

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
加
入

証
書

▼
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
１

▼
対
象
者

現
在
、
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、

10
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
受
給

者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

▼
申
請
期
間

７
月
２
日
(月)
〜
９

月
28
日
(金)

▼
必
要
書
類

必
要
書
類
は
そ
れ

ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
必
要
な
書
類

を
説
明
し
て
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
の
方
な
ど

が
来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

加
古
川
健
康
福
祉
事
務
所
　
保
健

指
導
課

加
古
川
市
野
口
町
良
野
１
７
４
０

1
０
７
９
（
４
２
２
）
０
０
０
３

▼
日
時

８
月
８
日
(水)
、
22
日
(水)

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所

福
祉
会
館

▼
参
加
費

月
500
円
　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

播
磨
町
社
会
福
祉
協
議
会

1
０
７
９
（
４
３
５
）
１
７
１
２

▲写っている方に画像データを差し
あげます。企画グループへお電話を。

■役場・教育委員会 
　1079（435）0355　○F（435）3398 
■健康いきいきセンター 
　1079（435）5578　○F（435）5140 
■福祉しあわせセンター 
　1079（435）1712　○F（436）5610 
■デイサービスセンター 
　1079（437）6155　○F（437）0065 
■加古川総合保健センター 
　1079（429）2923　○F（429）6300 
■播磨ふれあいの家 
　1079（678）1481　○F （678）1482

 
 

加古川市 

稲美町 

播磨町 

件 数 傷 者 死者 

1196 

141 

102

（－41） 

（－2） 

（－12） 

平成19年6月末現在 
昨年比 

1416 

174 

114

（－59） 

（＋7） 

（－20） 

1 

1 

0

（－6） 

（＋１） 

（±０） 

「
声
か
け
」
で
　
ふ
せ
ご
う 

　  

空
き
巣
や
　
ひ
っ
た
く
り 

5月の町内犯罪発生件数　59件 
（前月比 ＋12件） 

 空き巣など 7 
出店荒らし 3 
金庫破り  1 
事務所破り 2 
倉庫荒らし 1 
自動車盗  3 
オートバイ盗 3 
自転車盗  14 
車上ねらいなど 7 
ひったくり 1 
置き引き  1 
暴行  5 
詐欺  1 
占有離脱物横領 1 
住居侵入  1 
器物損壊  5 
その他  3
平成19年犯罪累計255件 

種　別 

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
掛
金

補
助
金
の
交
付
申
請

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の

継
続
申
請

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
届
出
書
の
提
出

を
忘
れ
ず
に

福

祉

おくやみ 【6・7月届出分】

氏　名（敬称略）

坂下　圭輔

橋　治

中作　しづ子

高

町　名

（宮西）

（古宮）

（北本荘）

年齢

77

79

92

ご
存
じ
で
す
か
？

児
童
の
た
め
の
３
つ
の
手
当

播
磨
町
社
会
福
祉
協
議
会

育
児
教
室
〜
ピ
カ
ッ
と
子
育

て
ア
ド
バ
イ
ス
〜 子

育
て

　9月の敬老月間にちなみ、80歳・85歳・90歳・95歳の方に長
寿祝金を支給します。対象の方には、8月下旬頃はがきで、支給
日及び支給場所などについて通知します。 

長寿祝金の支給 

県の長寿祝金は、88歳・100歳の方に支給されます 

満80歳 

満85歳 

満90歳 

満95歳 

20,000円 

30,000円 

50,000円 

70,000円 

年齢 支給金額 対象者 

s問い合わせ　福祉グループ　1０７９（４３５）２３６１ 

大正15年 9月17日～ 
昭和 2 年 9月16日生まれの方 
大正10年 9月17日～ 
大正11年 9月16日生まれの方 
大正 5 年 9月17日～ 
大正 6 年 9月16日生まれの方 
明治44年 9月17日～ 
大正 1 年 9月16日生まれの方 

満88歳 

満100歳 

30,000円 

50,000円 

年齢 支給金額 対象者 
大正 7 年 9月17日～ 
大正 8 年 9月16日生まれの方 
明治39年 9月17日～ 
明治40年 9月16日生まれの方 

親
子
講
座

「
３
歳
か
ら
親
子
で
学
ぶ
身
体
の

話
」
〜
心
と
身
体
を
大
切
に
〜

く
ら
し

猫
の
引
き
取
り

８
月
は

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
で
す

日
頃
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
道

路
は
、
人
や
物
資
を
運
ぶ
交
通
の

場
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
と
人
が

ふ
れ
あ
う
生
活
の
場
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
電
気
・
ガ
ス
・
上
下

水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
情

報
通
信
網
の
収
容
の
場
、
火
災
な

ど
の
際
に
は
緩
衝
地
帯
と
し
て
も

活
用
さ
れ
る
私
た
ち
の
生
活
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
で

す
。こ

の
機
会
に
も
う
一
度
改
め
て
、

道
路
の
重
要
性
を
み
ん
な
で
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
長
時
間
駐
車
で
通
行
の
障
害
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

▽
看
板
、
樹
木
、
植
木
鉢
な
ど
が

道
路
に
は
み
だ
し
て
い
ま
せ
ん

か
？

▽
空
き
缶
や
ご
み
を
捨
て
た
り
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

道
路
の
清
掃
や
補
修
な
ど
の
維

持
管
理
は
、
土
木
グ
ル
ー
プ
が
担

当
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

町
内
の
隅
々
ま
で
目
が
行
き
届
か

な
い
の
が
実
情
で
す
。

▼
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

住
民
の
皆
さ
ん
が
気
付
い
た
道

路
に
関
す
る
情
報
を
土
木
グ
ル
ー

プ
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
よ

り
素
早
い
対
応
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
道
路
を
安
全
で
快
適
な
も
の

に
保
つ
た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

国
道
・
県
道
に
つ
い
て

加
古
川
土
木
事
務
所
道
路
保
全
課

1
０
７
９
（
４
２
１
）
１
１
０
１

町
道
に
つ
い
て

土
木
グ
ル
ー
プ
　

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
５

お盆の供物処理について 8月15日（水）午後1時～7時、16日（木）午前9時～午後3時30分
s受付場所 播磨町塵芥処理センター　s問い合わせ 塵芥処理センター 1０７９（４３５）２５６２

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

体
験
保
育
「
て
く
て
く
」

参
加
者
募
集

南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

０
歳
児
お
や
こ
講
座

「
よ
ち
よ
ち
」
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県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、

漁
業
者
、
県
民
を
対
象
に
見
学
会

と
研
究
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
内
容

▽
午
前
（
見
学
会
）

ク
イ
ズ
ラ

リ
―
で
楽
し
む
研
究
紹
介
、
海
藻

押
し
葉
や
樹
脂
標
本
づ
く
り
な
ど

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
タ
ッ
チ
ン
グ

プ
ー
ル
や
ミ
ニ
水
族
館
な
ど

▽
午
後
（
研
究
発
表
会
）

本
県

瀬
戸
内
海
、
日
本
海
、
内
水
面
に

お
け
る
最
新
の
試
験
研
究
成
果
の

発
表
。
県
内
漁
業
者
の
活
動
実
績

発
表

▼
日
時

８
月
21
日
(火)

・
見
学
会
午
前
10
時
〜
正
午

・
研
究
発
表
会
午
後
１
時
〜
５
時

▼
場
所
県
立
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

（
明
石
市
二
見
町
南
二
見
22
‐
２
）

▼
問
い
合
わ
せ

兵
庫
県
立
水
産

技
術
セ
ン
タ
ー
　
普
及
部

1
０
７
８
（
９
４
１
）
８
６
０
１

「
心
」
そ
だ
ち
場
楽
習
隊
は
、
平

成
18
年
度
か
ら
播
磨
ゆ
め
づ
く
り

塾
事
業
に
参
加
し
、
定
期
的
に

種
々
の
心
そ
だ
ち
場
サ
ロ
ン
、
フ

ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま

す
。活

動
目
的
は
、
親
子
を
は
じ
め
、

人
と
人
と
の
関
係
で
今
見
え
に
く

く
な
っ
て
い
る
「
愛
」
に
つ
い
て
、

考
え
、
学
び
合
い
、
育
み
、
伝
え
、

実
行
す
る
こ
と
で
す
。
サ
ロ
ン
で

は
、
塾
生
と
子
育
て
中
の
親
子
、

ま
た
時
に
は
世
代
を
越
え
た
触
れ

合
い
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
生
後
３
ヵ
月
か
ら
初

め
て
の
誕
生
日
を
迎
え
た
一
番
幼

い
グ
ル
ー
プ
「
コ
ア
ラ
だ
っ
こ
サ

ロ
ン
」
に
参
加
さ
れ
て
い
る
、
子

育
て
が
初
め
て
の
方
の
感
想
を
紹

介
し
ま
す
。

参
加
者
の
感
想五

百
蔵
　
紀
子
さ
ん

私
が
初
め
て
「
コ
ア
ラ
だ
っ
こ

サ
ロ
ン
」
に
参
加
し
た
の
は
、
昨

年
の
10
月
で
す
。

出
産
し
て
半
年
、
育
児
に
も
大

分
慣
れ
て
き
た
そ
ん
な
時
に
「
心
」

そ
だ
ち
場
楽
習
隊
の
通
信
を
見
て

思
い
切
っ
て
参
加
し
て
み
ま
し
た
。

最
初
の
サ
ロ
ン
は
中
央
公
民
館

で
小
児
科
医
に
よ
る
講
演
会
で
先

生
に
直
接
質
問
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
ま
し
た
。

他
に
も
２
月
に
は
母
乳
育
児
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
あ
り
、
そ
の
時
も
多

く
の
先
生
方
に
母
乳
や
子
ど
も
の

病
気
に
つ
い
て
の
質
問
が
で
き
ま

し
た
。

ま
た
、
そ
れ
以
外
に
毎
月
２
回

守
田
先
生
と
村
上
先
生
が
歌
あ
そ

び
、
折
り
紙
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
り
、
親
子

共
々
笑
顔
で
過
ご
せ
る
憩
い
の
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
結
婚
後
播
磨
町
に
初

め
て
住
ん
だ
親
の
た
め
に
塾
生
と

一
緒
に
庁
用
バ
ス
で
町
内
の
施
設

な
ど
を
巡
る
と
い
う
大
変
ユ
ニ
ー

ク
な
行
事
も
あ
り
ま
し
た
。

何
よ
り
も
こ
の
サ
ロ
ン
は
、
母

親
の
心
の
安
定
を
一
番
に
考
え
て

い
る
の
で
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー

や
育
児
の
悩
み
な
ど
を
何
で
も
話

す
こ
と
が
で
き
、
私
に
と
っ
て
は

力
強
い
味
方
に
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、「
コ
ア
ラ
だ
っ

こ
」
を
通
じ
て
出
会
っ
た
方
々
と

共
に
子
育
て
の
喜
び
を
共
感
し
合

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

播
磨
ゆ
め
づ
く
り
塾
　
「
心
」
そ

だ
ち
場
学
習
隊
塾

塾
長
　
守
田
　
連
雲
子
宅

1
０
７
９
（
４
３
５
）
１
８
２
８

情
報
ペ
ー
ジ 

施
設
だ
よ
り 

各
種
相
談 

保
健
の
ペ
ー
ジ 

教
育
の
ペ
ー
ジ
・
き
ゃ
ん
ぱ
す
だ
よ
り 

情
報
わ
い
ど 

情
報
ペ
ー
ジ 

12
広報はりま 19.8

▼
日
時

毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
50
分
〜
11
時
５
分

▼
場
所

加
古
川
健
康
福
祉
事
務

所
裏
庭
（
印
鑑
持
参
）

▼
引
取
手
数
料

千
700
円
（
生
後

91
日
以
上
は
１
匹
、
生
後
90
日
以

内
は
１
回
に
つ
き
10
匹
ま
で
）

※
時
間
は
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

兵
庫
県
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
三
木
支
所

1
０
７
９
（
４
８
４
）
３
０
５
０

財
団
法
人
兵
庫
県
下
水
道
公
社

が
次
の
よ
う
に
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

▼
試
験
日

11
月
23
日
(祝)

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
試
験
時
間

２
時
間

▼
会
場

流
通
科
学
大
学

※
試
験
の
申
込
書
は
、
９
月
３
日

(月)
〜
14
日
(金)
ま
で
下
水
道
グ
ル
ー

プ
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。（
土
・
日

曜
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
）

▼
問
い
合
わ
せ

下
水
道
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
７
３

固
定
や
止
血
な
ど
の
応
急
手
当
、

搬
送
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
使
用
し
た
心
肺
蘇

生
法
の
基
礎
知
識
、
技
能
お
よ
び

指
導
要
領
の
講
習
会
で
す
。

※
３
日
間
（
24
時
間
）
の
講
習
を

終
了
し
た
人
に
は
、
認
定
証
を
交

付
し
ま
す
。

▼
日
時

８
月
24
日
(金)
〜
26
日
(日)

の
３
日
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５

時▼
場
所

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

加
古
川
市
、
稲
美
町
、

播
磨
町
に
住
ん
で
い
る
か
勤
務
し

て
い
る
人
で
、
学
校
、
事
業
所
ま

た
は
防
災
組
織
な
ど
に
お
い
て
指

導
的
立
場
に
あ
り
、
普
通
ま
た
は

上
級
救
命
講
習
を
修
了
し
て
い
る

か
、
そ
れ
と
同
等
の
知
識
技
能
を

有
す
る
人

▼
定
員

先
着
30
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月
８
日
(水)
、
午
前
９
時
か
ら
、

電
話
で
加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
月
曜
日
、
祝
日
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

1
０
７
９
（
４
２
３
）
０
１
１
９

▼
展
示
期
間

10
月
23
日
(火)
〜

▼
展
示
場
所

石
ヶ
池
公
園
パ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
内
防
災
コ
ー
ナ
ー

▼
募
集
内
容

防
災
及
び
災
害
に

関
す
る
ポ
ス
タ
ー

▼
募
集
対
象

町
内
の
保
育
・
幼

稚
園
、
小
・
中
・
高
生

▼
募
集
期
間

９
月
18
日
(火)
〜
９
月
28
日
(金)

▼
そ
の
他

応
募
数
に
よ
り
、
順

次
展
示
し
ま
す
。
名
札
を
作
成
し
、

学
校
園
名
及
び
学
年
、
名
前
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。（
様
式
不
問
）

作
品
は
返
却
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ

1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
７
２
１

④
エ
ク
セ
ル
中
級

▼
日
時

９
月
11
日
(火)
、
13
日
(木)
、

15
日
(土)
、
18
日
(火)
、
20
日
(木)
、
22

日
(土)

午
後
７
時
〜
９
時

▼
場
所

南
部
コ
ミ
セ
ン

▼
受
講
料

千
500
円
と
テ
キ
ス
ト

代
２
千
円

⑤
基
礎
技
能
講
習

▼
日
時

10
月
２
日
(火)
、
４
日
(木)
、

６
日
(土)
、
９
日
(火)
、
11
日
(木)
、
13

日
(土)

午
後
７
時
〜
９
時

▼
場
所

中
央
公
民
館

▼
受
講
料

無
料
。
別
途
テ
キ
ス

ト
代
千
円

④
⑤
共
通

▼
応
募
資
格
及
び
定
員

20
歳
以

上
の
町
内
在
住
・
在
勤
者
で
各
コ

ー
ス
20
人

▼
締
切

８
月
10
日
(金)

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

コ

ー
ス
ご
と
に
１
枚
の
往
復
は
が
き

で
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

ふ
り
が
な
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
・
希
望
コ
ー
ス
番
号
を
記
入

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
応
募
多
数
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

〒
６
７
５
‐
０
１
５
６
　
播
磨
町

東
本
荘
１
‐
５
‐
１
　
播
磨
町
商

工
会
　
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
係

1
０
７
９
（
４
３
５
）
１
６
３
０

犬
の
引
き
取
り

募

集

防
災
作
品
展
の
ポ
ス
タ
ー
を

募
集

平
成
19
年
度
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

応
急
手
当
普
及
員
講
習
会

催

し

兵
庫
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

豊
か
な
ひ
ょ
う
ご
の
海
を
目
指

し
て
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
見

学
会
・
研
究
発
表
会
の
開
催

親
も
子
も
十
分
に
愛
さ
れ
て

存
在
感
を
！

「
コ
ア
ラ
だ
っ
こ
サ
ロ
ン
」

「
心
」
そ
だ
ち
場
楽
習
隊
塾

▲12組の親子が集まっています

日(木)以降の汲み取りとなります。便槽の容量が小さなお宅で、お盆の来客などにより、いっぱいになると予想され
る場合は事前にお申し込みください。 s申し込み・問い合わせ 健康安全グループ 1０７９（４３５）２７２１

8月11日(土)～8月15日(水)はし尿汲み取り業務を休みます。お盆前に汲み取りを希望される
方は8月9日(木)午後5時までに受け付けを行ってください。それ以降に受付した場合は8月16

お盆のし尿汲み取
り業務の休業期間

平和祈念講話会・平和展
戦争の悲惨さ、平和を守ることの大切さ

を改めて考えてみませんか。
●講話会　15歳の時に姫路空襲を体験され
た田路信一さんから、自身の体験を通し
て爆撃の恐ろしさと平和の尊さについて
話していただきます。

s日時 8月1日(水)
午前10時～11時30分

s場所 中央公民館 大ホール
●平和展 広島・長崎の原爆についての写
真や、姫路市平和資料館からお借りした
貴重な資料を展示します。

s日時 7月27日(金)～8月10日(金)
s場所 中央公民館　ロビー
s問い合わせ 企画グループ
1０７９（４３５）０３５６
8月15日（水）は、62回目の終戦記念日に

あたります。町では、正午に戦没者の追悼
のサイレンを鳴らします。１分間の黙祷を
ささげましょう。

～～～～播磨町職員募集～～～～
s採用職種 一般行政職　　s採用予定人員 2人
s受験資格 昭和57年4月2日から平成2年4月1日までに生ま
れた人

s試験日 9月16日(日) s試験場 中央公民館
s受付期間 7月30日(月)～8月10日(金) 午前8時30分～午後
5時（土・日を除く）

s問い合わせ 総務グループ　1０７９（４３５）０３５７
※詳しくは、募集要項または町のホームページをご覧ください。
※受験資格が（7月号より）変更になりました。

～～ 加古川市消防本部 加古川市消防職員募集～～
s採用予定人員 2人
s資格 u短大・高専・専門学校卒　昭和60年4月2日以降に
生まれた人　u高校卒　昭和62年4月2日以降に生まれた人

s受付期間 8月16日(木)～23日(木) 午前9時～午後5時
（土・日曜日は除く）
s1次試験日 9月16日(日)  教養・体力

9月17日(祝)  集団面接
s問い合わせ 募集要項は町役場案内、加古川市役所案内、各
消防署・分署などにあります
加古川市消防本部　総務課　1０７９（４２７）６５２８

播
磨
町
商
工
会

パ
ソ
コ
ン
講
習
受
講
者
募
集




